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一次評価の方法
＜評価単位と実施者＞

• 「小柱」ごとに県の事業部局が一次評価を実施
＜評価項目＞

• 主な取組ごとの具体的な取組結果
• ＫＰＩ進捗状況
• 総合分析（４段階評価）

※ＫＰＩ達成率の平均値をもとに、具体的な取組結果を踏まえて評価

二次評価の方法
＜評価単位と実施者＞

• 「基本目標」ごとに
神奈川県地方創生推進会議が二次評価を実施

＜評価項目＞
• 二次評価（４段階評価）

※一次評価や数値目標、施策の進捗状況から総合的に評価

• 今後の取組に向けた意見

第３期総合戦略の体系とロジックモデル
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数値目標と
各小柱のＫＰＩ達成状況・県の一次評価

小柱の名称

総合分析
（４段階評価の理由）

４段階評価

小柱ごとの
ＫＰＩ達成率平均値

基本目標ごとのページの見方 基本目標ごとに
• 数値目標の達成状況
• 中柱
• 小柱と県の一次評価 をまとめています。

小柱と県の一次評価では、
小柱ごとに次のようにまとめています。



■基本目標１
神奈川の成長力を生かして魅力的なしごとを産み出し、一人ひとりが生き生きと働ける社会を創る
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(1)成長産業の創出・育成、産業の集積 (2)産業の活性化 (3)就業の促進と人材育成

①未病産業、最先端医療関連産業の創出・育成

順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値100.0％

未病産業や最先端医療産業などの創出・拡大
の取組が順調に進捗しており、ＫＰＩも目標
値を達成していることから、「順調」と評価

②ロボット産業の創出・育成

①県内中小企業・小規模企業の活性化
基
本
目
標
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
最
小
単
位

数
値
目
標

中
柱

小
柱
と
県
の
一
次
評
価

順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値100.0％

ロボットの社会実装及び県内中小企業に対す
るロボット産業への参入支援の取組が順調に
進捗しており、ＫＰＩも目標値を達成してい
ることから、「順調」と評価

政
策
の
達
成
度
合
い
を

検
証
す
る
指
標

施
策
の

基
本
的
方
向
性

※数値目標は、県だけではなく、市町村や県民の皆様、企業などの多様な主体による活動や、社会・経済状況の変化など、様々な要因によって変動する可能性があります。

順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値90.3％

人材マッチングや中小企業の円滑な事業承継
の促進などの取組が順調に進捗しており、Ｋ
ＰＩも順調に進捗していることから、「順
調」と評価

②農林水産業の活性化

順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値96.2％

ほ場や林道、漁港施設などの生産基盤の整備
や集団的な優良農地の保全などの取組が順調
に進捗しており、ＫＰＩも順調に進捗してい
ることから、「順調」と評価

③多様な働き方ができる環境づくり

②産業を支える人材育成

①多様な人材の就業・活躍支援

順調に
進んでいます

キャリアカウンセリングや企業と求職者との
マッチングの場の提供等による就業支援など
の取組が順調に進捗しており、ＫＰＩも順調
に進捗していることから、「順調」と評価

順調に
進んでいます

デジタル化や産業構造の変化等に対応できる
人材育成などの取組が順調であり、また、農
林水産業への新規就業者数は減少傾向である
が、多様な担い手の育成・確保の取組が予定
どおり進んでいることから、「順調」と評価

順調に
進んでいます

働き方改革に関するセミナーの実施や仕事と
生活を両立できる職場環境整備の促進などの
取組が順調に進捗しており、ＫＰＩも目標値
を達成していることから、「順調」と評価

ＫＰＩ達成率
平均値97.6％

ＫＰＩ達成率
平均値91.0％

ＫＰＩ達成率
平均値100.0％

基 本 目 標 を 達 成 す る た め に 必 要 な 施 策

③ベンチャー企業の創出・育成、産業集積の促進

順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値100.0％

成長性の高いベンチャー企業の創出・育成や
県外・国外からの企業誘致、県内企業の投資
促進などの取組が順調に進捗しており、ＫＰ
Ｉも目標値を達成していることから、「順
調」と評価

実質県内総生産（第２次産業及び第３次産業） 黒字企業の割合 完全失業率《暦年》 １人当たり月所定外労働時間《暦年》

〇一次評価結果まとめ（評価区分ごとの小柱数）

順 調：８ やや遅れ：０

概ね順調：０ 遅 れ：０



■基本目標２
国内外から神奈川への新しいひとの流れをつくる
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(1)観光の振興 (2)地域資源を活用した魅力づくり (3)移住・定住の促進

①観光資源の活用や観光客の受入環境整備
順調に

進んでいます

ＫＰＩ未把握

ＭＩＣＥを呼び込むための取組や富裕層を
ターゲットとしたコンテンツづくりなどの取
組が順調に進捗していることから、「順調」
と評価

②国内外への戦略的プロモーション

①県西地域活性化プロジェクトの推進

②三浦半島魅力最大化プロジェクトの推進

③かながわシープロジェクトの推進

④マグカルによる地域の魅力づくり

①移住の促進

②定住しやすい環境づくり
基
本
目
標
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
最
小
単
位

中
柱

小
柱
と
県
の
一
次
評
価

順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値100.0％

かながわＤＭＯや地域の関係者等と連携した
プロモーションなどの取組が順調に進捗して
おり、ＫＰＩも目標値を達成していることか
ら、「順調」と評価

施
策
の

基
本
的
方
向
性

概ね順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値91.0％

伝統的な芸能体験や子ども・若者が文化芸術
に触れる機会の提供などの取組が順調に進捗
しているが、一部ＫＰＩの実績値が前年度を
下回っていることから、「概ね順調」と評価

順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値100.0％

民間事業者と連携したかながわ海洋ツーリズ
ムの取組及びウェブサイト・SNSによる情報発
信の取組が順調に進捗していることから、
「順調」と評価

順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値100.0％

観光の魅力及び「半島で暮らす」魅力を高め
る取組が順調に進捗していることから、「順
調」と評価

概ね順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値100.0％

周遊促進や移住相談などの取組については順
調に進捗しているが、未病改善の実践の促進
については、さらなる取組の充実が必要なこ
とから、「概ね順調」と評価

順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値100.0％

県内各地域の魅力発信や移住希望者への相
談・支援などの取組が順調に進捗しており、
ＫＰＩも目標値を達成していることから、
「順調」と評価

順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値100.0％

人と人とのつながりを創出する場等の提供や
地域の課題解決等に取り組む人材の育成など
の取組が順調に進捗しており、ＫＰＩも目標
値を達成していることから、「順調」と評価

基 本 目 標 を 達 成 す る た め に 必 要 な 施 策

数
値
目
標

政
策
の
達
成
度
合
い
を

検
証
す
る
指
標

観光消費額総額 人口が転入超過の市町村《暦年》県西地域の社会増減数（2024～27年の累計）
《暦年》

三浦半島地域の社会増減数
（基準年(2023年)に対する増減数）《暦年》

⑤水源地域の活性化
概ね順調に

進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値85.8％

宮ヶ瀬湖及び丹沢湖周辺での周遊促進の取組
や「神奈川やまなみ五湖navi」による情報発
信などの取組が概ね順調に進捗していること
から、「概ね順調」と評価

※数値目標は、県だけではなく、市町村や県民の皆様、企業などの多様な主体による活動や、社会・経済状況の変化など、様々な要因によって変動する可能性があります。

〇一次評価結果まとめ（評価区分ごとの小柱数）

順 調：６ やや遅れ：０

概ね順調：３ 遅 れ：０



■基本目標３
若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえ、神奈川の未来を担う子どもたちを育てる
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(1)結婚・出産の支援 (2)育児の支援 (3)柔軟で自立した人材の育成

①若い世代の経済的安定と結婚の希望をかなえる
環境づくり
概ね順調に

進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値100.0％

ＫＰＩは目標値を達成しているが、結婚支援
を未実施の市町村が多いことなどから、さら
なる取組の充実が必要であるため、「概ね順
調」と評価

②妊娠・出産を支える社会環境の整備

①子育てを支える社会の実現
基
本
目
標
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
最
小
単
位

数
値
目
標

中
柱

小
柱
と
県
の
一
次
評
価

順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値100.0％

市町村による産後ケア事業や県によるプレコ
ンセプションケアの普及啓発の取組が順調に
進捗しており、ＫＰＩも目標値を達成してい
ることから、「順調」と評価

政
策
の
達
成
度
合
い
を

検
証
す
る
指
標

施
策
の

基
本
的
方
向
性

希望出生率の実現《暦年》 「安心して子どもを生み育てられる環境が整っ
ていることに関する満足度」

「自分はこうなりたい、こうしたい」という夢
や希望を持てたと思う生徒の割合（県立高校）

将来の夢や目標を持っている児童の割合
（公立小学校）・生徒の割合（公立中学校）

概ね順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値89.3％

一部ＫＰＩの達成率が77.0％となっており、
安心して子どもを生み育てることができるよ
う多様なニーズに合わせた支援を実現するた
めには、さらなる取組の充実が必要であるこ
とから、「概ね順調」と評価

②困難を抱える家庭への支援

概ね順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値94.9％

一部ＫＰＩの達成率が79.8％となっており、
子どもの居場所や見守り拠点の整備について、
さらなる取組の充実が必要であることから、
「概ね順調」と評価

③困難を抱える子どもへの支援

順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値97.5％

ＳＮＳによる子ども・若者への相談支援など
の取組が順調に進捗しており、ＫＰＩも順調
に進捗していることから、「順調」と評価

③教育環境の整備

②共生社会の実現に向けた人材の育成

①将来を支える人材の育成

順調に
進んでいます

寄附を活用した生成ＡＩの活用及びプログラ
ミング学習を実施するなど、取組が順調に進
捗しており、ＫＰＩも順調に進捗しているこ
とから、「順調」と評価

順調に
進んでいます インクルーシブ教育の理解促進に向けた取組

などが順調に進捗しており、ＫＰＩも目標値
を達成していることから、「順調」と評価

概ね順調に
進んでいます

一部ＫＰＩが未達成となっており、安心して
快適に学べる教育環境の整備を実現するため
には、さらなる取組の充実が必要であること
から、「概ね順調」と評価

ＫＰＩ達成率
平均値94.8％

ＫＰＩ達成率
平均値100.0％

ＫＰＩ達成率
平均値92.9％

基 本 目 標 を 達 成 す る た め に 必 要 な 施 策

※数値目標は、県だけではなく、市町村や県民の皆様、企業などの多様な主体による活動や、社会・経済状況の変化など、様々な要因によって変動する可能性があります。

〇一次評価結果まとめ（評価区分ごとの小柱数）

順 調：４ やや遅れ：０

概ね順調：４ 遅 れ：０



■基本目標４
活力と魅力あふれる持続可能なまちづくり・誰もが活躍できる地域社会づくりを進める

6

平均自立期間《暦年》 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」という
考え方について「そう思わない」人の割合

「障がいのある人が身近で普通に生活しているのが当たり前
だ」という考え方について「そう思う」人の割合

「外国人と日本人が国籍、民族、文化の違いを理解し、
認め合ってともにくらすこと」を重要だと思う人の割合

(1)いつまでも活躍できるまちづくり (2)誰もが活躍できるまちづくり (3)持続可能な魅力あふれるまちづくり

県内の温室効果ガス排出量の削減割合
（2013年度比）

「通勤・通学・買物など日常生活のための交通の
便がよいこと」に関する満足度

①健康長寿のまちづくり
概ね順調に

進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値81.0％

健康・医療・福祉分野における人材育成や健
康情報の活用推進などの取組が順調に進捗し
ており、ＫＰＩも概ね順調に進捗しているこ
とから、「概ね順調」と評価

②高齢者が生き生きとくらせるまちづくり

③教養・文化に親しむ環境づくり

④スポーツに親しむまちづくり

①悩みを抱える方へ寄り添うまちづくり

②ジェンダー平等で多様な人が活躍できるまちづくり

③障がい者が活躍できるまちづくり

④外国人が活躍できるまちづくり

①脱炭素社会の実現

②安心してくらせるまちづくり

③交通ネットワークの充実と魅力あふれるまちづくり

基
本
目
標
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
最
小
単
位

数
値
目
標

中
柱

小
柱
と
県
の
一
次
評
価

概ね順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値78.7％

誰もが生涯を通じて楽しめるスポーツ活動の
推進やスポーツを通じた地域活性化などの取
組が順調に進捗しており、ＫＰＩも概ね順調
に進捗していることから、「概ね順調」と評
価

順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値100.0％

福祉サービスを安心して利用することができ
るしくみづくりなどの取組が順調に進捗して
おり、ＫＰＩも順調に進捗していることから、
「順調」と評価

順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値100.0％

共生共創事業や県民の学びの支援の推進など
の取組が順調に進捗しており、ＫＰＩも目標
値を達成していることから、「順調」と評価

政
策
の
達
成
度
合
い
を
検
証
す
る
指
標

施
策
の

基
本
的
方
向
性

順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値93.1％

多文化理解の推進や外国籍県民が安心してく
らせる環境の整備などの取組が順調に進捗し
ており、ＫＰＩも順調に進捗していることか
ら、「順調」と評価

概ね順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値75.0％

一部ＫＰＩの達成率が36.5％となっているが、
障がい者が安心して生活できる環境の推進な
どの取組が概ね順調に進捗していることから、
「概ね順調」と評価

順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値94.7％

若年層をはじめとした意識啓発や育児・介護
等の社会的な基盤整備などの取組が順調に進
捗しており、ＫＰＩも順調に進捗しているこ
とから、「順調」と評価

順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値90.6％

孤独・孤立対策に関する県民理解の増進や若
年無業者への相談支援の充実などの取組が順
調に進捗しており、ＫＰＩも順調に進捗して
いることから、「順調」と評価

概ね順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値85.9％

昨今の国際情勢の影響などにより、温室効果
ガス排出量の増加が懸念されるが、ＫＰＩは
概ね順調に進捗し、県内の温室効果ガス排出
量は2013年度比で31.5％削減となっているこ
とから、「概ね順調」と評価

概ね順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値78.4％

土砂災害防止施設の整備などの取組が順調に
進捗しており、ＫＰＩも概ね順調に進捗して
いることから、「概ね順調」と評価

順調に
進んでいます

ＫＰＩ達成率
平均値95.6％

老朽化が進む県営住宅の建替えや鉄道駅にお
けるホームドアの設置などの取組が順調に進
捗しており、ＫＰＩも順調に進捗しているこ
とから、「順調」と評価

基 本 目 標 を 達 成 す る た め に 必 要 な 施 策

※数値目標は、県だけではなく、市町村や県民の皆様、企業などの多様な主体による活動や、
社会・経済状況の変化など、様々な要因によって変動する可能性があります。

〇一次評価結果まとめ（評価区分ごとの小柱数）

順 調：６ やや遅れ：０

概ね順調：５ 遅 れ：０
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二次
評価 順調に進んでいます 順調に進んでいます 概ね順調に進んでいます 順調に進んでいます二次

評価
二次
評価

二次
評価

全体として取組が順調に進捗して
おり、一次評価についても、すべて
の小柱で「順調に進んでいます」と
なっていることから、「順調に進ん
でいます」と評価します。

小柱ごとの一次評価は「順調に進
んでいます」が多くを占めており、
数値目標はすべての指標で前年度よ
りも改善していることから、「順調
に進んでいます」と評価します。

小柱ごとの一次評価は「順調に進
んでいます」と「概ね順調に進んで
います」の評価が拮抗していますが、
数値目標が劇的に改善しているとは
言えず、非常に大きな課題の中で目
覚ましい成果を上げているとも言え
ない状況であるため、「概ね順調に
進んでいます」と評価します。

一次評価は「順調に進んでいます」
と評価した小柱が最も多いこと、数値
目標はいずれの指標も横ばい又は改善
傾向であることから、「順調に進んで
います」と評価します。

基本目標１ 基本目標４基本目標２ 基本目標３

全体評価
〇 「第３期神奈川県まち・ひと・しごと創生総合戦略」の計画期間のうち、

2025年度の取組結果について、県の一次評価を踏まえ、神奈川県地方創生推
進会議において二次評価を行いました。その結果、基本目標１、２及び４で
は「順調に進んでいます」、基本目標３では「概ね順調に進んでいます」で
あり、施策全体としては、順調に進んでいると評価します。

〇 一方で、今後、地方創生の取組をより効果的に進めていくために留意すべき
課題もありますので、工夫や改善を図るべき事項について、４つの基本目標
ごとに指摘しました。

〇 さらに、全体を通じて、次の点にも留意する必要があります。
・ 人口減少に歯止めがかからない状況が続いており、人口減少局面に対応

した柔軟な対応が必要なこと
・ 産業クラスターの創出をめざすのであれば、若い世代の経済的安定をか

なえるための住環境の整備も重要であること
・ 若い世代が将来に希望を持てるようになるためには、経済的基盤の安定

が非常に重要であることから、基本目標１と基本目標３は表裏一体であり、
基本目標間の取組を連携させること

・ コロナ禍で転入が増加した自治体では、ハード面の整備や支援が追いつ
かず不満も生じており、人材の定着をめざすためには、スピードやバラン
スを見ながら施策を講じる必要があること

〇 神奈川県も人口減少局面に入り、人口減少と超高齢化社会への対応がより
一層求められますので、今後も、地方創生推進会議からの意見を踏まえ、
第３期神奈川県まち・ひと・しごと創生総合戦略の取組を着実に推進して
いくことが求められます。

〇 第３期神奈川県まち・ひと・しごと創生総合戦略の計画期間は残り２年を
切っており、次期計画の策定に向けた検討を進めていく必要があります。
現在は独立した計画になっていますが、他の都道府県の事例などを見ると、
県の総合計画である新かながわグランドデザインとの一体的な策定も考え
られることから、このような改善・改良も視野に入れながら検討を進める
ことが望まれます。
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